
母は太陽、母の笑顔を守りたい。 

すべての母が幸福ならば 

皆が安心して暮らせる社会を 

築くことができる。 

 

新しい年が明けました。 

今年一年のご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

昨年末、与党合意した軽減税率制度が、飲食料品全

般に、２０１７年４月の消費税率 10％導入時と同時に導

入される事になりました。社会保障と税の一体改革で 

持続可能な社会保障制度を作るため、公明党は今後

も生活者の視点で取り組んでまいります。 

 公明党の立党精神である「大衆とともに」を胸に、

野中やよいは、今年も市民の皆様に喜んでいただけ

るよう、動きます。走ります。皆様のお声を市政に届け

てまいります。  

今後とも皆様のご意見ご要望をお寄せいただきます

よう、お願い申し上げます。 

 

《 新座市議会議員  野中やよい  》 

・平成 24年 2月、新座市議会議員に初当選 １期 

・昭和 38 年（1963 年）3 月 17 日生まれ 

・滋賀県立彦根東高校卒、創価大学文学部卒 

・創価大学在学時、北京大学へ交換留学生として派遣 

・大和証券中国業務部で１１年働き、退社 

・新座市に住んで 20 年、2 人の子どもは大和田小学校、

第二中学校でお世話になり、PTAでも長年活動 

・長男は昨年結婚、現在は夫と長女の3人暮らし 

・42 歳で社会、中国語の教員免許取得 

 

コミュニケーション支援ボード 

11 月２９日開催された市の総合防災訓練に於いて、市

職員対象の聞き取り訓練の中で「防災用コミュニケーシ

ョン支援ボード」が活用されていました。 

昨年９月定例会で野中やよいが提案、早速、市窓口に

設置、防災用も作成していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防接種・乳幼児健診カレンダー 

乳幼児の定期予防接種の種類、回数が多く、予定を

立てるのが大変とのお声をお聞きし、一般質問したとこ

ろ、昨年から生後２ヶ月のお知らせと共に配布され、予定

が立てやすくなったと喜んでいただいています。 
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フェイスブック、ツイッター、ブログで発信中！ 

野中やよい連絡先 

TEL/FAX  :  048-481-6142 

携帯電話  :  080-9804-9455  

E-mail     ;  nona317@yahoo.co.jp 

 

 

 

市の防災訓練で 

 



 《いじめへの対応について》 

Q:いじめは、いじめる側が 100％悪い。いじめ

は絶対に許さないという大人の姿勢が大事。 

毎月のアンケート等で、いじめの未然防止、早

期発見に努力いただいているが、①市の現状と

取組、②ネットトラブルへの対応をお伺いする。 

A:①児童生徒一人ひとりに寄り添ったきめ細か

な指導、早期対応を図っている。新座市いじめ

問題連絡協議会等設置し、情報交換をしている。 

 ②各学校の非行防止教室等で啓発を行い、保

護者には利用制限等のお願いをさせていただい

ている。 

《公民館等への子どもの 

フリースペース設置について》 

Q:公民館等で、地域の方や学生のボランティア

などにお手伝いいただき、子どもの居場所づく

りができないか、市のお考えをお伺いする。 

A:３月に青少年問題協議会の提案がまとまるの

で、それを待って、子どもの居場所づくりにつ

いて検討したい。 

《がん対策について》 

①がん教育について 

Q:国民の二人に一人がなるがんについて、生命

を守る公明党は、がん対策基本法の成立等,取り

組んでいる。毎年の一般質問で取り上げている

が、教育現場に外部講師を招いての講演会など

が有効と考えるが市のお考えは。 

A:カリキュラム、費用面で難しいが、数年に１

回程度で開催できるか検討したい。 

   野中やよいの一般質問 

Q:がん教育について、保護者への啓発で取り組

んでおられる事はあるか。 

A:外部機関から、中学２年生全員にがんについ

ての啓発資料が提供されているので、１月に配

布する予定である。 

②コール・リコール（再勧奨制度）について 

Q:がん検診未実施の市民への再勧奨は。 

A:再通知はがきに集団検診の日程等を記載する

など努力しているが、更に受診率をあげられる

ような充実した勧奨となるよう検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③子宮頸がん検診と HPV 検査の併用いついて 

Q:子宮頸がん検診に HPV 検査を併用することで、

被検者の負担、自治体の財政負担を軽減できる。

市として導入すべき。 

A:国の方向性を見て判断したい。 

《畑中緑地の活用について》 

Q:元の雑木林に戻すというご意見や、子ども達

が使いやすい公園にしてほしいというご意見な

ど様々だが、市はどのようにお考えか。 

A:町内会とよく相談して活用方法を検討したい。 

 

《自転車走行指導帯の設置について》 

Q:①市道 56-53 号線（油面坂）②市道 53－42 号

線（榎交差点から上った朝霞市境にある坂道）

に自転車走行指導帯を設置できないか。 

A：①新座警察署と協議を行い、自転車の左側通

行を促すための自転車マーク等を設置する。 

②油面坂の効果を見て、設置を検討する。 

＊自転車走行指導帯は、生活道路のような狭い

道路でこそ効果的で、歩行者の安全をはかり、

自転車の左側通行を促すものです。歩行者の安

全、自転車の走行を保障することで、車の徐行

を促すことができます。誰もが安全に歩くこと

ができる生活道路でなくてはならないと野中や

よいは考えます。 

 

市から対象者に送られる受診勧奨通知と検診手帳 

 

自転車マークが設置される油面坂 
 


